
■人口 18,033 人（ー３）
　男性 8,836 人（ー３）
　女性 9,197 人（±０）
■世帯 6,651 戸（+10）
※平成 22.10.１現在
　　　（ ）内は対前月比
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平成23年成人式典参加申込書（裏面もご覧下さい）

本
ふ り が な

人氏名

本人現住所

生年月日 平成　　　年　　　月　　　日生

保護者氏名

保護者住所

連 絡 先 　☎　　　　　（　　　）

切り取り

切
り
取
り

ア
イ

　
　
　

ア
ム

　
　
　
　
　
　

タ
フ
！

ニードスポーツセンターオープン５周年
利用回数 1,244 回の有野健司さん

（詳細記事 12 ページ）
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平
成
17
年
10
月
１
日
に
三
珠
町
、
市

川
大
門
町
、
六
郷
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
市
川
三
郷
町
。
平
成
22
年
10
月
１

日
で
合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
10
月
２
日
、
歌
舞
伎
文

化
公
園
ふ
る
さ
と
会
館
で
町
制
施
行
五

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
や

町
民
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
。
合
併

後
の
５
年
間
を
振
り
返
り
、
ま
た
更
な

る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
管
内
中
学
校
４
名
の
生
徒

会
長
が
町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
、
地
域

振
興
、
保
育
振
興
、
行
政
推
進
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
き
た
村
松
山
妙
学
寺
26

世
住
職
・
古
屋
智
妙
氏
が
市
川
三
郷
町

の
初
め
て
の
名
誉
町
民
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を

唱
え
、
市
川
三
郷
町
の
飛
躍
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
支
部
大
会

で
金
賞
に
輝
い
た
市
川
高
校
音
楽
部

が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
合
唱
を
披
露
し

ま
し
た
。
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平成 23 年
成人式典参加申込書

※�成人式参加申込みは、成人者の自覚と責任の上に、
自らお申込み下さい。

※�申込みは、この申込用紙をご持参いただくか、ま
たは町ホームページから行って下さい。

【対象者】

　平成２年４月２日〜平成３年４月１日生まれ
　町内在住または町内の小中学校を卒業した方

【申込期限】平成 22 年 12 月 10 日（金）まで
【問い合わせ及び申し込み先】

　町教育委員会生涯学習課☎ 055-272-6094
　三珠支所生涯学習担当☎ 055-240-4153
　六郷支所生涯学習担当☎ 0556-32-2111

（裏面に必要事項を記入して下さい）

 平成 23 年成人式典

　【日程】平成 23 年１月９日（日）

　【受付】正午

　【開式】昼 12 時 30 分

  三珠歌舞伎文化公園ふるさと会館

町
制
施
行
五
周
年
記
念
式
典

５
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
新
た
な
一
歩
へ

新
町
初
の
名
誉
町
民
に
古
屋
智
妙
氏

▲保育環境の整備、街路灯の建設、
寄付行為など町への貢献がたたえ
られ名誉町民章が授与された古屋
智妙氏

▲出席者全員の万歳三唱で式典は締め
くくられた

▲全国的にもトップクラスの実力。市川
高校音楽部の合唱

▲町民憲章を朗読する各中学校の生徒
会長。写真右から丹沢一貴くん（三珠中）、
大久保一輝くん（市川南中）村松友裕く
ん（市川中）、上田芽生さん（六郷中）
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2010
1
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

鈴木　逸太
（御坂西小６年）

権守　遥
（市川中１年）

菅野紗里奈
（一宮中２年）

藤森　麻理
（甲府商業高校）

斉藤　由美
（笛吹市）

伴　素子
（千葉県）

鈴木　麻優
（御坂西小３年）

角田　未来
（御坂西小２年）

鈴木　優菜
（葵保育所）

塩澤　静枝
（甲府市）

渡辺　好恵
（甲府市）

納富　瑶子
（甲府市）

河野　弘佑
（山梨学院附属小５年）

高野　大海
（御坂西小４年）

白須　咲花
（御坂西小１年）

河内　華苗
（上野原市）

風間　柚里
（駿台甲府高校）

中込　佳那
（山梨英和高校）

　

今
年
も
第
17
回
大
門
碑
林

全
国
書
道
展
の
入
賞
作
が
出
揃

い
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
全
国

か
ら
４
、３
６
６
点
も
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
第
１
部（
幼
児

～
中
学
生
）
で
は
河
野
未
菜
希

さ
ん
、
第
２
部（
高
校
生
以
上
）

で
は
阿
部
恵
美
子
さ
ん
が
、
み

ご
と
大
会
大
賞
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。
大
会
大
賞
の
作
品
は

大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑
さ

れ
、
永
久
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
全
作
品
が
11
月
21
日
㈰

ま
で
碑
林
公
園
隣
の
源
氏
の
館

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
４

■
大
会
大
賞

（第２部） （第１部）

阿部恵美子
（甲府市）

河野未菜希
（山梨英和中３年）

第17回
大門碑林全国書道展
入選作品

（敬称略）
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市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
見
に
行
く

 
選
挙
開
票
所
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衆
議
院
議
員
選
挙
、
県
知
事
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
、
町
長
選
挙
…

な
ど
な
ど
、
選
挙
は
本
町
で
も
１
年
に
数
回
の
割
合
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
確
認
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
逐
一
報
告
さ

れ
る
開
票
状
況
。
町
内
だ
け
で
も
１
万
を
超
え
る
投
票
用
紙
を
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
開
票
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
９
月
26
日
投
開
票
さ

れ
た
町
議
選
の
開
票
の
流
れ
を
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
案
内
し
ま
す

投
票
箱
が
集
ま
る
前
の
開
票
所
の

様
子
。
万
が
一
に
も
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
選

挙
管
理
委
員
が
会
場
の
入
念
な

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
よ
。
左
上

に
待
機
し
て
い
る
の
は
警
察
官
。

選
挙
は
町
や
国
に
と
っ
て
大
事
な

一
大
事
業
。
不
正
や
事
件
が
な
い

よ
う
常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
ん

だ
よ

投
票
箱
が
到
着

開　

票

点　

検

100
票
で
束
に
す
る

立
会
人
、
選
挙
長
が
承
認

疑問票を審査

票
の
枚
数
を
計
算

得
票
数
の
確
定

最
初
に
得
票
数
が
確
定
す
る
ま

で
の
流
れ
を
、
確
認
し
て
お
こ
う

開
票
時
刻
に
な
っ
た
ら
投
票

箱
が
一
斉
に
開
け
ら
れ
、
候

補
者
ご
と
に
分
類

正
確
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
、

１
枚
ず
つ
確
認

候
補
者
ご
と
100
枚
の
束
に
し

て
い
く

候
補
者
ご
と
に
得
票
数
を
計
算

100
票
の
束
の
ま
ま
、
も
う
一
度
間

違
い
が
な
い
か
確
認
し
承
認
す
る

無効、疑問と思われる票を審査

午
後
９
時
、
※

選
挙
長

の
宣
言
に
よ
っ
て
い

よ
い
よ
開
票
作
業
の

始
ま
り
だ
。
選
挙
長

は
当
選
者
を
決
定
す

る
選
挙
会
の
代
表
で
、

開
票
事
務
の
総
括
を

行
う
ん
だ

※選挙長…今回は町議選のため、
町に選挙会が置かれ選挙長が立
ち会いましたが、国政選挙や県政
選挙の時は、選挙長の代わりに開
票管理者が選任され開票事務を
取り仕切ります。

票
が
確
定
す
る

ま
で
に
は
、
い

く
つ
も
の
確
認

作
業
が
あ
る
ん

だ
ね

投
票
箱
が
す
で
に

３
つ
あ
る
け
ど
、

こ
れ
は
期
日
前
投

票
の
投
票
箱
。
三

珠
、
本
庁
舎
、
六

郷
の
３
カ
所
の
も

の
だ
ね

投
票
時
間
の
午
後
８
時
を
過
ぎ

て
、
続
々
と
投
票
箱
が
集
ま
っ

て
き
た
よ
。
こ
の
頃
か
ら
開
票

所
は
緊
張
に
包
ま
れ
る
ん
だ
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確
認
さ
れ
た
票
は
機
械
で
数
え
ら

れ
、
100
枚
ず
つ
の
束
に
な
る
。
こ
こ

か
ら
票
は
100
枚
の
束
に
な
っ
て
移

動
す
る
よ
。
中
間
報
告
が
き
り
の

い
い
数
字
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
は

こ
の
た
め
な
ん
だ

投
票
箱
が
一
斉
に
開
錠

さ
れ
、
開
被
台
に
票
が

取
り
出
さ
れ
た
よ
。
こ

の
あ
と
、
箱
の
中
に
用
紙
が
残
っ

て
い
な
い
か
立
会
人
が
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
ん
だ

取
り
出
さ
れ
た
票
は
、
何
人
も
の

人
の
手
に
よ
っ
て
、
上
下
、
表
裏

を
揃
え
る
ん
だ

揃
え
ら
れ
た
票
は
こ
の

機
械
に
通
す
ん
だ
。
こ

れ
こ
そ
今
回
導
入
さ
れ

た
新
兵
器
「
自
動
読
取
機
」。
な

ん
と
一
秒
間
に
11
枚
も
の
速
さ
で
、

票
に
書
か
れ
て
い
る
候
補
者
名
を

読
み
取
り
分
類
し
て
く
れ
る
。
前

回
ま
で
は
全
て
の
票
を
人
の
手
で

分
け
た
ん
だ
か
ら
、
大
変
だ
っ
た

ろ
う
な

読
み
取
れ
な
か
っ
た
票
や
、
何

も
書
い
て
い
な
い
票
は
疑
問
票

と
し
て
審
査
係
に
回
さ
れ
る

よ
。
審
査
係
は
法
で
定
め
ら
れ

た
決
ま
り
や
、
過
去
の
判
例
や

実
例
を
参
考
に
有
効
か
無
効
か

を
決
定
す
る
ん
だ
。
大
事
な
一

票
だ
か
ら
審
査
は
真
剣
だ
ぞ

分
類
さ
れ
た
有
効
票
は
、
も
う
一

度
、
人
の
目
に
よ
っ
て
間
違
い
が

な
い
か
確
認
さ
れ
る
ん
だ
。

選
挙
立
会
人
が
、
正
し
く
票

が
分
類
さ
れ
て
い
る
か
も
う

一
度
確
認
し
て
い
る
よ

選
挙
長
が
100
票
の
束
に
承
認
印
を
押

し
た
ぞ
。
こ
れ
で
こ
の
100
票
は
間
違

い
な
い
っ
て
こ
と
で
い
い
の
か
な

計
算
係
ま
で
票
が
回
っ
て
き

た
。
こ
こ
で
候
補
者
ご
と
の

得
票
数
を
計
算
す
る
ん
だ
な
。

今
回
の
選
挙
で
は
※

按
分
票
は

な
か
っ
た
け
ど
、
按
分
の
計
算

も
こ
こ
で
す
る
ん
だ
ぞ

※按分票…苗字などしか記載がなく、同じ苗字で複数の候補者に該当しそうな場合、その候補
者の有効票の比率にしたがい配分される。得票数に小数点以下がある場合は按分票によるもの。

※
今
回
の
町
議
選
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
日
配
布
さ
れ
る
「
い
ち
か
わ
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
第
22
号
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

百
票
未
満
の
票
の
確
認
も
終
わ
り
、

選
挙
長
か
ら
確
定
の
報
告
が
出
た

よ
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今

回
の
開
票
で
は
投
票
率
78
・
89
％
、

有
効
票
１
万
１
，
５
３
５
票
、
無
効

票
89
票
で
し
た



誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

９月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う

No.062 �

た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う

い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
、

気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
…

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。
自
分
の
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
を
自
由
に
選
び
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
、
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
者

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
・
興
味
・
関
心
・
技

術
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
こ
と
で
、
健
康
的
で
活

気
に
満
ち
た
地
域
に
つ
な
が
り
、
親
子
や
世
代

間
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

町
内
体
育
関
係
者
に
よ
る
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
構
想
中
で
す
。
今
年
度
末
に
メ
ン

バ
ー
募
集
を
か
け
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
お

向
け
下
さ
い
。

市川三郷スポーツクラブの概要（案）

【活動種目】卓球、ウォーキング、バドミントン、ソフトバレーボール、
グラウンドゴルフ、吹き矢、遊びスポーツ体験教室　など

【拠点施設】町内の体育館、グラウンド
【年会費】中学生以下 1,500 円　一般 3,000 円　60 歳以上 2,000 円
　※種目別に別途参加費が必要
　※会費は施設使用料、保険料、事務費に当てる）

総合型
スポーツ
クラブ

女子バレーボール、男子バスケットボー
ル、クレー射撃、弓道男子の部で優勝

第 63 回山梨県体育祭り

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
第
63
回
山
梨
県
体
育
祭

り
。
本
町
か
ら
は
17
競
技
、
22
種
目
、

２
５
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
見
事
熱

戦
を
制
し
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ク
レ
ー
射
撃
、
男
子
弓
道
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
４
種
目
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
で
は
町
村
の
部
、
男
子
３

位
、
女
子
４
位
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

▶
３
連
覇
で
優
勝
し
た
ク
レ
ー

射
撃
の
メ
ン
バ
ー

◀
２
連
覇
で
優
勝
の
弓
道
部
の

メ
ン
バ
ー

問市川三郷スポーツクラブ設立準備委員会
（町教育委員会生涯学習課内）☎ 055-272-6094
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死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。

No.062�

11
2010
1

た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う

子
ど
も
と
の
会
話
の
中
で

　

私
は
こ
の
４
月
に
委
嘱
を
受
け
た

ば
か
り
の
一
年
生
委
員
で
す
。一
方
、

２
人
の
子
を
持
つ
父
親
で
あ
り
、
家

庭
に
お
い
て
子
育
て
・
家
事
に
携
わ

る
ひ
と
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
社
会
科
の
授
業
で
男
女
共

同
参
画
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
と
の
こ

と
で
、
中
学
生
の
息
子
と
こ
ん
な
話

を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

何
？
」

私
「
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
家
庭
・

職
場
・
学
校
・
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
で
『
男
だ
か
ら
』『
女
だ
か
ら
』

と
い
う
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
り
、
固

定
的
な
役
割
を
強
制
さ
れ
ず
に
、
多

様
な
選
択
を
認
め
合
っ
て
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
個
性
や
能
力
が
充
分
に

発
揮
で
き
て
、
喜
び
も
分
か
ち
あ
え

る
。
そ
ん
な
社
会
の
こ
と
だ
よ
。」

子
ど
も
「
今
は
そ
ん
な
社
会
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
？
」

私
「
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
ね
。
長
い
歴
史
の
な
か
で

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
や
古
い

慣
習
が
残
っ
て
い
て
、
例
え
ば
『
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
』

と
い
っ
た
固
定
観
念
が
あ
り
、
家
事

や
育
児
に
お
け
る
女
性
の
負
担
は
依

然
と
し
て
大
き
い
ね
。」

子
ど
も
「
女
性
が
活
躍
で
き
て
い
な

い
世
の
中
っ
て
こ
と
？
」

私
「
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ね
。

昔
と
違
っ
て
共
働
き
世
帯
は
増
え
た

け
ど
、
例
え
ば
国
会
議
員
や
企
業
の

女
性
管
理
職
の
割
合
は
一
割
程
度

で
、
先
進
国
の
中
で
も
低
い
方
な
ん

だ
。
女
性
の
活
躍
す
る
場
面
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
潜
在
的
な

能
力
が
発
揮
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

く
な
る
。
こ
れ
は
社
会
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
だ
よ
ね
。」

子
ど
も
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
お

父
さ
ん
は
、
家
で
男
女
共
同
参
画
し

て
た
っ
け
？
」

父
「
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
ね
。

思
っ
て
は
い
る
け
ど
仕
事
優
先
で

…
っ
て
い
う
父
さ
ん
の
よ
う
な
男
性

が
世
の
中
に
は
多
い
と
思
う
よ
。
そ

こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）
と
い
う
考
え
方
な
ん

だ
。
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
。
こ
れ
に
は
企
業
側
の
理
解
も
必

要
だ
け
ど
、
個
人
の
意
識
改
革
も
重

要
だ
ね
。」

子
ど
も
「
中
学
生
の
僕
に
も
男
女
共

同
参
画
で
き
る
か
な
？
」

私
「
も
ち
ろ
ん
で
き
る
さ
。
ま
ず
は

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
互
い
に
尊
重
し
合
え
る

心
を
育
て
る
こ
と
、『
男
だ
か
ら
…
』

と
か
『
女
だ
か
ら
…
』
と
言
わ
な
い

こ
と
か
な
。
そ
し
て
、
家
事
を
手
伝

う
の
も
母
さ
ん
が
喜
ぶ
よ
。
頑
張
っ

て
ね
。」

　

ま
だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
は
課
題
の
多
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
輝
く
笑
顔

を
め
ざ
し
て
、
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

村
松　

宏
記
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次
の
と
お
り
保
育
所
入

所
申
し
込
み
の
受
付
を

行
い
ま
す

【
入
所
基
準
】
児
童
の
保
護
者

な
ど
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情

に
あ
り
、
保
育
で
き
な
い
場
合

▼
家
庭
外
労
働
▼
家
庭
内
労
働

▼
親
の
い
な
い
家
庭
▼
母
親
の

出
産
等
▼
病
人
の
看
護
等
▼
家

庭
の
災
害
▼
そ
の
他
（
保
護
者

が
求
職
活
動
中
等
）

※
山
保
へ
き
地
保
育
所
は
、
地

区
在
住
を
前
提
と
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
期
間
】
11
月
15
日

㈪
〜
11
月
26
日
㈮

【
申
込
書
類
の
配
布
・
申
し
込

み
先
】
入
所
を
希
望
さ
れ
る
各

保
育
所
、
保
育
園
及
び
町
保
育

課
（
市
川
保
育
所
内
）

【
保
育
料
】
町
の
徴
収
金
基
準

額
で
徴
収（
次
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

【
継
続
確
認
に
つ
い
て
】
現
在

入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て

は
、「
継
続
確
認
書
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】各
保
育
所（
園
）

ま
た
は
、
町
保
育
課
（
市
川
保

育
所
内
）
☎
０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
６
０

市川保育所
市川大門1689-2　☎ 055-272-0260

【定　員】60 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

大塚保育所
大塚 2077-1  ☎ 055-272-0500

【定　員】50 人
【対象児】６か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

                   ３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

三珠保育所
上野 2672-4　☎ 055-272-0512

【定　員】50 人
【対象児】１歳〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

富士見保育所
市川大門 3663　☎ 055-272-4316

【定　員】45 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

山保へきち保育所
山保 6360-1　☎ 055-272-3923

【定　員】30 人
【対象児】３歳〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

市川南保育所
下大鳥居 1558　☎ 055-272-0037

【定　員】45 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】年齢に応じた完全給食
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

ひまわり保育園
岩間 2834-3　☎ 0556-32-2726

【定　員】60 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:30 〜午後４:30
（土曜日）午前８:30 〜午後０:30

高田保育所
高田 2786-2　☎ 055-272-4862

【定　員】60 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:00 〜午後４：00
（土曜日）午前８:00 〜正午

定林寺立正保育園
岩間 4161-5　☎ 0556-32-2326

【定　員】50 人
【対象児】２か月〜小学校就学前
【給　食】３歳未満児は完全給食

　　　　　３歳以上児は主食持参
【保育時間】
（平　日）午前８:00 〜午後４:00
（土曜日）午前８:00 〜正午

町内の保育所、保育園
では保育所入所申し込
み受付を始めます。また
現 在、入 所・入園され
ている児童については

「継続確認書」の提出を
お願いします。受付期間　11/15 ㈪～ 11/26 ㈮
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■
健
康
管
理

　

内
科
・
眼
科
・
歯
科
・
耳
鼻
科

検
診
、
尿
・
回
虫
・
ぎ
ょ
う
虫
検

査
を
年
２
回
。
身
体
測
定
を
毎
月

行
い
ま
す
。

■
給　
　

食

　

栄
養
士
の
献
立
に
よ
る
、
年
齢

に
応
じ
た
手
作
り
給
食
と
お
や
つ

で
す
（
離
乳
食
対
応
）。［
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
に
も
応
じ
た
調
理
内
容

で
対
応
し
て
い
ま
す
］

　

各
保
育
所
で
は
、
行
事
・
誕
生

日
会
な
ど
特
別
メ
ニ
ュ
ー
で
お
楽

し
み
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

お
や
つ
は
、
３
歳
未
満
児
は

１
日
２
回
（
午
前
10
時
と
午
後
３

時
）、
３
歳
以
上
児
は
１
日
１
回

（
午
後
３
時
）
で
す
。

■
特
別
保
育
事
業

【
延
長
保
育
】
働
く
保
護
者
等
の

就
労
時
間
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

ま
す
。

【
障
害
児
保
育
】
心
身
の
発
達
に

障
害
を
持
つ
子
ど
も
さ
ん
を
健
常

児
と
一
緒
に
、「
共
に
育
ち
合
う
」

保
育
を
し
て
い
ま
す
。

【
乳
児
保
育
】
各
保
育
所
（
園
）

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
一
時
預
か
り
】
保
育
所
の
入
所

の
対
象
と
な
ら
な
い
就
学
前
の
児

童
で
、
保
護
者
が
月
に
数
回
程
度

仕
事
を
さ
れ
る
時
、
職
業
訓
練
な

ど
を
受
け
る
時
、
母
親
の
生
活
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
時
、
家
族
の
入
院
・

通
院
・
冠
婚
葬
祭
、
育
児
不
安
な

ど
に
よ
り
、
家
庭
で
子
育
て
が
一

時
的
に
困
難
と
な
っ
た
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

【
地
域
活
動
事
業
】
老
人
保
健
施

設
な
ど
の
訪
問
、
地
域
の
お
年
寄

り
、
子
ど
も
た
ち
、
小
中
高
校
生

と
の
交
流
、
育
児
講
座
の
開
催
、

地
域
の
諸
行
事
へ
の
参
加
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
相
談

電
話
相
談
、
来
所
（
園
）
に
よ
る

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

◎
親
子
保
育
所
体
験
入
所
、園
庭
・

保
育
室
・
プ
ー
ル
の
開
放

◎
実
習
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受

け
入
れ

■保育料の基準額表

※上表は 22 年度のものです。来年度は変更する場合がありあます。
※�同一世帯から２人以上の児童が保育所に入所している場合、第２子は基準

額の 40％、第３子以降は無料になります。
※第２～３階層のひとり親世帯や在宅障害者のいる世帯は減額処置があります。

　

町
内
に
は
幼
稚
園
が

次
の
３
園
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
は
文
部
科
学
省

の
管
轄
で
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
い
て
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
直

接
、
各
幼
稚
園
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

充
実
し
て
ま
す

市
川
三
郷
の
保
育

町
内
の

幼
稚
園

 ■市川幼稚園
  市川三郷町市川大門 1782-1　☎ 055-272-0156 定員 80 人

 ■市川南幼稚園
  市川三郷町市川大門 561　☎ 055-272-1471 定員 160 人

 ■定林寺立正幼稚園
  市川三郷町岩間 4161　☎ 0556-32-2326 定員 70 人

No.062�
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今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

11
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101
企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095

【三珠庁舎】
三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157

【六郷庁舎】
六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114

【市川保育所内】保育課保育係 055-240-4160
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0210-704-553←無料　055-272-7799
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 〜 11:30） 
　内　　　科　⇨　月〜金
　循環器内科　⇨　月 ･ 水･ 金
　外　　　科　⇨　月〜金
　泌 尿 器 科　⇨　月〜金
　眼 科　⇨　月 ･ 火 ･ 金
　皮　膚　科　⇨　月・※水･ 金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月･ 火 ･ 木
　　（木曜日は午前中のみです）
　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時〜４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は…

■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
11
月
17
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室 

問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
11
月
10
日
㈬
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
11
月
10
日
㈬
六
郷
町
民
会
館 

問

町
社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
11
月
11
日
㈭ 

14
時
〜
16

時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務

課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
11
月
10
日
㈬
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
11
月
16
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

介護老人保健施設ケアセンターいちかわ
■通所リハビリテーション

（月～金　祝日を除く）9:00 ～ 4:00
【問い合わせ】☎ 055-272-5121

No.062

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
 月・木・金・土（土曜日は午前中のみ）
※都合により 19 日㈮の午後は休診し
ます
■整形外科
 �第１・３・５木曜日の午後
 11 月は４日㈭、18 日㈭です。

【診療時間】
　午前９時〜正午  /  午後２時〜５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保老健係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎ 055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
11

月
11
㈭
午
前
10
時
～
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁
舎

１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106（詳しくは広報８月号６
ページ参照）
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
無
料
で
取
得
で
き
ま
す

（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）

　

町
で
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
の
交
付
手
数
料
を
無
料
化
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
住
基
カ

ー
ド
を
お
作
り
下
さ
い
。

【
申
請
方
法
】
窓
口
に
て
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
※
１

写
真
、
※
２

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
下
さ
い
。

※
１

写
真　

撮
影
か
ら
６
カ
月
以
内
の

正
面
無
帽
・
無
背
景
（
縦
４
・
５
㎝
×

横
３
・
５
㎝
１
枚
）［
写
真
は
窓
口
で
も

撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
］

※
２

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類　

運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
（
身
分
証

明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

※
住
基
カ
ー
ド
の
作
成
に
は
数
日
か
か

り
ま
す
。

【
受
付
時
間
】
土
日
祝
、
年
末
年
始
の

休
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
30
分

【
申
請
場
所
】
町
民
課
町
民
係
・
三
珠

支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
・
六
郷
支
所
住

民
サ
ー
ビ
ス
係
（
※
た
だ
し
交
付
は
本

庁
舎
の
窓
口
の
み
で
す
）

【
問
い
合
わ
せ
】
町
民
課
町
民
係
☎ 

０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
５

■
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
で
、
本
人
確
認
に
利
用
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。　

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
写
真
付
き
と
写
真
な

し
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
ま
す
。
写
真

付
き
住
基
カ
ー
ド
は
、
運
転
免
許
証
な
ど

と
同
様
に
、
本
人
確
認
を
行
う
際
の
公
的

な
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、国
税
の
電
子
申
告（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）

な
ど
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
各
種
行
政
手
続
き
の
電

子
申
請
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は
電
子
証
明
書
交
付

手
数
料
が
別
途
５
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

　

平
成
17
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
六

郷
の
里
ニ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
で
は
、
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
第

１
弾
と
し
て
５
周
年
記
念
Ｔ
シ
ャ

ツ
を
製
作
し
ま
し
た
。
Ｔ
シ
ャ
ツ

の
デ
ザ
イ
ン
は
公
募
し
、
町
内

外
か
ら
38
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
と
し
て
Ｔ
シ
ャ
ツ

に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
和
風
の
イ

メ
ー
ジ
を
活
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
が

評
価
さ
れ
た
市
瀬
ひ
と
み
さ
ん

（
上
野
）
の
作
品
で
し
た
。

　

Ｔ
シ
ャ
ツ
は
、
10
～
11
月
の
期

間
、
ニ
ー
ド
を
8
回
ご
利
用
い
た

だ
い
た
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。
ま
た
３
回
ご
利
用
さ
れ
た

方
に
は
特
製
シ
リ
コ
ン
バ
ン
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

ま
た
10
月
13
日
に
は
、
５
周
年

記
念
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
ニ
ー
ド

の
利
用
回
数
上
位
の
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
最
も
多
く

利
用
し
た
有
野
健
司
さ
ん
（
宮

原
・
表
紙
写
真
）
は
、
利
用
回
数

１
２
４
４
回
［
７
月
31
日
現
在
］

を
数
え
ま
す
。
友
人
の
死
を
き
っ

か
け
に
健
康
の
幸
せ
を
痛
感
し
、

通
い
始
め
た
そ
う
で
す
。
５
年
前

よ
り
体
が
軽
く
な
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
５
周
年
記
念
企

画
と
し
て
、
体
力
年
齢
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ニ
ー
ド
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
足
を
お
運
び

下
さ
い
。
問
い
合
わ
せ
は
ニ
ー
ド

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
５
６

（
32
）
５
０
６
５
ま
で

健康づくりのお手伝い・おかげさまで５周年
六郷の里ニードスポーツセンター

◀
５
周
年
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ（
背
中
側
）

と
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
最
優
秀
賞
の

市
瀬
ひ
と
み
さ
ん

「
軽
い
気
持
ち
で
応
募
し
ま
し
た

が
、
最
優
秀
賞
と
い
う
こ
と
で
驚
い

て
い
ま
す
。
印
鑑
と
和
柄
の
イ
メ
ー

ジ
を
出
せ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
ま

し
た
」

■利用回数上位者（敬称略）
①有野健司（1,244 回）
②木村國博（1,237 回）
③青桺幸夫（1,202 回）
④伊藤幸枝（1,098 回）
⑤依田三重子（1,092 回）
⑥青桺よし子（1,067 回）
⑦日向義信（1,028 回）
⑧芦澤深雪（1,000 回）

■Ｔシャツデザイン（敬称略）
最優秀賞
　市瀬ひとみ
優秀賞（順不同）
　中澤美樹、芦澤一、
　青桺武彦、中山友子
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　 事 故で 首の骨を折り「 一 生、
寝たきり」と宣告され自殺未遂
までした中学校の教師が、人々
の応援により麻痺が残るものの
奇跡的な復活を遂げる実話。い
つも孤独感を感じていた私は、
この本を読んで「もっと自分や
周りの人を大切にしよう」「生き
ていこう」と思うことができま
した。多くの方に読んでもらい
たい一冊です。（30 代女性・町外）

『命の授業』
（越塚勇人・ダイヤモンド社）

わたしの
一冊

教えて下さい、あなたのオススメ
あなたのオススメの本を教えて下さい。図
書館カウンターに用紙があります。お気軽
にお持ち下さい。 

新 書図着

『獣の奏者外伝　刹那』
（上橋菜穂子／講談社）

作家井伏鱒二と俳人飯田龍太の 40 年に及ぶ、心ゆたかな
交流の軌跡をたどる。時には釣りの同行者、時には幸富講
の仲間と集う。創作の契機となる背景を 400 余通もの遺さ
れた書簡で辿る。県立文学館では、１１/23 まで「井伏鱒二
と飯田龍太往復書簡その 40 年」の企画展をしています。

『井伏鱒二・飯田龍太 往復書簡』
  （井伏鱒二・飯田龍太

/ 角川学芸出版）

イアルとエリンの同棲時代が描かれた『刹那』、エサルが若
かりし頃を思い返す『秘め事』、息子ジェシの成長をかいまみ
る『はじめての…』の３編を収録。時の過ぎ行く速さ、人生
の儚さを知る大人たちの恋情、そして一日一日を惜しむよう
に暮らしていた彼女らの、日々の体温が伝わってくる物語集。

■児童向け

■一般向け

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 17:00［土・日］9:00 〜 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

2010 年は国民読書年

■本　　館　ー　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　11/25 ㈭ 午前 11 時〜 11 時 30 分
■三珠分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　毎週㈫  午後 4 時 30 分〜 5 時
　　　　　　　　[ 乳幼児対象 ]
　　　　　　　　11/30 ㈫午前１1時15分〜 11 時 45 分
■六郷分館　ー　[ 幼児から小学生対象 ]
　　　　　　　　11/16 ㈫ 午後３時 30 分〜４時

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

「レカンフラワー展」11/26 ㈮ まで
作者：喜納マリサさん（市川地区在住）

　レカンとは、フランス語で「宝石箱」の意味です。 
自然の花や葉を立体状態で乾燥させています。額装内
での特殊技術により、退色を食い止め、長く楽しむこ
とができます。多様なアレンジにより、可憐で花の宝
石箱のように楽しめます。

展示コーナー（本館）

募
集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

◀図書館では 10 月 11 日、歴史ウォーキングを行
いました。中倉茂先生の解説を聞きながら、町の
文化財である山保の石かん群、地蔵石仏群などを
散策。地域の歴史を学び、改めて先人の偉大さを
知るよい機会になりました。

　おはなしは、子どもが聞くもの？
と思っていませんか。おはなしは、
子どもだけでなく大人の心も癒して
くれます。 暮れ行く秋の日曜日、お

はなしの世界に浸ってみ
ませんか。
【日時】11 月 14 日 ㈰ 
　　午後２時～３時 

【場所】市川大門町民
会館１階和室 

大人のための
おはなし会（本館）

読書週間〔10/27 ～ 11/9〕
『気がつけば、もう降りる駅』
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
来
年
度
採

用
で
居
宅
介
護
事
業
所
の
正
規
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
を
次
に
よ

り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
▽
１
名

【
応
募
条
件
】
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

40
歳
以
下
で
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
す
る
者

【
給
与
等
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
給

与
等
に
関
す
る
規
程
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
作
文
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
証
明
書
の
写
し

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】
11
月
25
日
㈭
ま

で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
）
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
来
年
度
採

用
の
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
事

業
所
（
市
川
ミ
ニ
デ
イ
）、
外
出
支
援
事

業
の
臨
時
職
員
（
運
転
手
）
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】
臨
時
職
員（
運
転
手
）
▽
１
名

【
応
募
条
件
】
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
未
満
の
者
で
、
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
に
福
祉
有
償
運
送
運
転
者
講
習
の
修

了
証
が
取
得
で
き
る
者

【
給
与
等
】
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職

員
給
与
等
に
関
す
る
規
程
に
よ
る

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
、
普
通
自
動
車
免

許
証
の
写
し

【
申
し
込
み
締
め
切
り
】
平
成
22
年
11
月

25
日
㈭
ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
社
会
福

祉
協
議
会
（
福
祉
保
健
総
合
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
）
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
労

働
基
準
監
督
署
内
の
課
名
を
業
務
内
容
に

沿
っ
た
名
称
に
変
更
し
ま
し
た
。
鰍
沢
労

働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
も
、
現
在
使
用

し
て
い
る
課
名
が
、
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
担
当
業
務
、
受
付
窓
口
、
電
話
番
号
等

の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
（
現
行
）
第
１
課　

⇨　
（
変
更
後
）

監
督
・
安
衛
課
（
監
督
、
安
全
衛
生
及
び

庶
務
業
務
担
当
）

■
（
現
行
）
第
２
課　

⇨　
（
変
更
後
）

労
災
課
（
労
災
業
務
担
当
）

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
５
５
６
（
22
）
３
１
８
１

　

山
梨
農
業
振
興
公
社
で
は
次
の
と
お
り

就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】
▽
山
梨
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
就
農
支
援
制
度
や
研
修
の
紹
介
▽
指

導
農
業
士
、
青
年
農
業
士
に
よ
る
農
業
の

相
談
▽
県
内
の
農
業
生
産
法
人
に
よ
る
就

農
に
つ
い
て
の
相
談
▽
果
樹
、
野
菜
、
花

な
ど
の
栽
培
に
関
す
る
相
談
▽
専
門
学
校

山
梨
県
立
農
業
大
学
校
の
紹
介

【
日
時
】
11
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時
ま
で

【
場
所
】
甲
府
市
中
央
公
民
館
１
階
会
議

室
※
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
㈶
山
梨
県
農
業
振
興

公
社
（
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎
０
５
５

（
２
２
３
）
５
７
４
７
▽
山
梨
県
農
政
部

担
い
手
対
策
室
☎
０
５
５
（
２
２
３
）

１
６
２
１

　

自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
法
務
省
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
登

記
事
項
証
明
書
を
請
求
す
る
と
指
定
さ
れ

た
送
付
先
に
郵
送
さ
れ
、
手
数
料
が
１
通

１
，
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
７
０
０
円
（
含

む
普
通
郵
便
料
）
で
取
得
で
き
ま
す
。
地

図
や
印
鑑
証
明
は
手
数
料
は
５
０
０
円

（
含
む
普
通
郵
便
料
）
で
す
。

　

手
数
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ

ン
グ
、
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

に
よ
り
お
支
払
い
た
だ
け
ま
す
。さ
ら
に
、

平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま

で
利
用
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン

の
環
境
設
定
は
、
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://houm
ukyoku.m

oj.go.jp

ま

た
は
お
近
く
の
法
務
局
で
無
料
配
布
し
て

い
る
環
境
設
定
Ｃ
Ｄ
で
行
っ
て
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
甲
府
地
方
法
務
局
登
記

部
門
☎
０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
８
６

　

関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
、

返
済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
お

悩
み
の
方
へ
「
無
料
相
談
」
を
平
日
、
毎

日
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
者
の
方
か
ら
借

入
の
様
子
な
ど
を
お
聞
き
し
た
の
ち
必
要

に
応
じ
て
法
律
専
門
家
（
弁
護
士
・
司
法

書
士
な
ど
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
借
金
の

返
済
で
お
悩
み
の
方
は
、
今
す
ぐ
次
ま
で

お
電
話
下
さ
い
。
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。

※
秘
密
厳
守
、
相
談
無
料
、
電
話
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
参
考
資
料
も
お
渡

し
で
き
ま
す
。

【
受
付
時
間
】
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
12
時
・
午
後

１
時
～
４
時
30
分

【
問
い
合
わ
せ
】
財
務
省
関
東
財
務
局
甲

府
財
務
事
務
所
☎
０
５
５
（
２
５
３
）

２
２
６
１

　
　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化

期
間
」
で
す
。
労
働
保
険
は
、
業
務
上
や

通
勤
に
よ
る
労
働
者
の
負
傷
、
病
気
の
補

償
、
労
働
者
の
失
業
時
の
補
償
、
雇
用
継

続
の
た
め
の
給
付
、
事
業
主
へ
の
助
成

登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
を
自
宅
で

甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署↖

多
重
債
務
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

甲
府
財
務
事
務
所

社
協
臨
時
職
員
募
集町社

会
福
祉
協
議
会

社
協
正
規
介
護
支
援
専
門
員
募
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

労
働
基
準
監
督
署
の
課
名
が
変
わ
り
ま
す

鰍
沢
労
働
基
準
監
督
署

就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

㈶
山
梨
県
農
業
振
興
公
社



な
ど
を
行
う
公
的
保
険
で
す
。

　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
所
は
、
労
働
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
場
合
は
お

早
め
に
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
鰍
沢
労
働
基
準
監
督

署
☎
０
５
５
６（
22
）３
１
８
１
▽
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鰍
沢
（
鰍
沢
公
共
職
業
安
定
所
）

０
５
５
６
（
22
）
８
６
８
９

　

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
11

月
１
日
か
ら
医
療
機
関
か
ら
の
予
約
に
よ

る
完
全
予
約
制
を
導
入
致
し
ま
す
。
予
約

が
な
く
来
院
さ
れ
ま
す
と
原
則
当
日
受
診

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
近
隣
の
医
療
機
関
を

受
診
し
、
紹
介
状
持
参
の
上
で
受
診
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
眼
科
の
初
診
患
者
に
も
、
11
月

１
日
か
ら
全
て
の
曜
日
で
紹
介
状
持
参
の

患
者
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
患
者
の
待
ち
時
間
短
縮
の

た
め
、
で
き
る
限
り
医
療
機
関
か
ら
予
約

を
い
れ
た
上
で
、
紹
介
状
持
参
で
受
診
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
大
学
医
学
部
医
事

課
☎
０
５
５
（
２
７
３
）
９
７
３
６

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
請
求
受
付
が
10
月
25
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

【
対
象
者
】
戦
後
強
制
抑
留
者
で
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存

命
の
方

【
受
付
期
間
】
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

※
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送
り
し
ま

す
。
ま
だ
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
方

は
、
当
基
金
に
お
電
話
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
独
立
行
政
法
人
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
（
事
業
部
特
別
給
付
金

担
当
）
☎
０
５
７
０
（
０
５
９
）
２
０
４

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３

（
５
８
６
０
）
２
７
４
８
［
受
付
時
間
・

平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
］

インフォメーション・お知らせ
11
2010
1

No.06215

呼
吸
器
内
科
完
全
予
約
制
の
お
知
ら
せ

山
梨
大
学
医
学
部

平成 22 年度　自衛官等募集案内
区分 種目 資格 受付期間 試験期日 待遇・その他　

中
学
校
卒
業
後
の
進
学
コ
ー
ス

高
等
工
科
学
校
（
推
薦
）

中学校卒業
( 見込み含）

17 才未満の男
子で中学校長

等が推薦する者

11/1 ㈪
～

H23/1/6 ㈭

H23/1/15 ～ 17
までの間で指

定する１日

・�全寮制で、規則正しい団
体生活を通じた教育を実
施

・�高等学校の普通科と同等
の教育を受講

・�将 来 の た め の テクノロ
ジー教育を重視

・�３学年修了時に高校卒業
資格が得られ、防衛大学
校の受験も可能

・�入学から約４年後３等陸
曹に昇任し、定年まで勤
務が可能

・�選抜試験に合格すれば幹
部に昇任も可能

高
等
工
科
学
校
（
一
般
）

中学校卒業
（見込み含）

17 才未満の男子

11/ １㈪
～

H23/1/7 ㈮

１次試験
H23/1/22 ㈯

２次試験
H23/2/5 ～８
までの間で指

定する１日

　

自
衛
隊
の
学
資
金
貸
与
制
度

貸
費
学
生

現在大学で理
学・工学を専

攻し、来春３・
４年次及び大
学院の学生で、

26 歳未満
（大学院生は
28 歳未満）の

男・女

12/1 ㈬
～

H23/1/14
㈫

１次試験
H23/1/29 ㈯

･�合格発表後、23 年４月か
ら正規の修行年限が終わ
る月まで毎月 54,000 円を
貸与

・�夏休みを利用して将来勤
務する研究開発機関や部
隊を研修

・�卒業後は、陸・海・空幹
部候補生として採用され、
幹部自衛官として必要な
教育を受講

・�学資金は自衛官として一
定年限以上勤務すると、
返還を免除

問 自衛隊山梨地方協力本部南アルプス募集センター☎ 055-283-5150

山
梨
県
警
察
か
ら
の
お
願
い

「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
警
備
へ
の

ご
協
力
を
」

　

11
月
13
～
14
日
に
神
奈
川
県
横
浜
市
で

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
る
神
奈
川
県
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、山
梨
県
警
察
で
は
、

テ
ロ
事
件
等
を
未
然
に
防
止
で
き
る
よ
う

警
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
検
問
等
で
行
き
先
を
尋
ね
た
り
、
持
ち

物
や
車
の
ト
ラ
ン
ク
の
中
身
を
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
「
不
審
な
人
物
」
や
「
不
審
な
車
（
物
）」

を
見
掛
け
た
と
き
は
、
１
１
０
番
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
期
間
中
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
等
の
利
用
を
控
え
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
下
さ
い
。

※
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
鰍
沢
警
察
署
警
備
課

☎
０
５
５
６
（
22
）
０
１
１
０

山梨県最低賃金
１時間６８９円

　山梨県最低賃金は、10 月
17 日より１時間 689 円に改
定されました。この最低賃金
は、特定最低賃金が適用され
る労働者を除き、雇用形態、
性別、年齢、国籍を問わず、
県内の事業場で働く全ての労
働者に適用されます。

【問い合わせ】鰍沢労働基準
監督署☎ 0556-22-3181

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す
る
特
別
給
付
金

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

「女性の人権ホットライン」強化週間
【期間】11/15 ㈪～ 21 ㈰

  �午前 8:30 ～午後 7：00（土曜日・日
曜日は午前 10:00 ～午後 5:00 時まで）

【相談担当者】

  甲府地方法務局職員
  人権擁護委員

☎ 0570-070-810
※強化週間以外でも常時ホットライ
ンは開設しています。ただし平日、
午前 8:30 ～午後 5:15 までです。



■
石
原
愛
子
様
（
楠
甫
）

よ
り
夫
・
故
石
原
直
之
様

の
遺
志
に
よ
り
、
福
祉
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　みなさん、本を読んでいますか？今年は国民読書年
です。町管内の小中学校の学校司書７名は、学校図書
館へ今まで以上に関心を持ってもらおうと「手作りの
しおり」を作成しました。手作りのしおりは、市川三
郷レンジャーが印刷された厚紙がビニールでラミネー
トされ、リボンを付けてあります。約 1,700 枚を作
り管内全校生徒児童と先生に配布しました。学校司書
代表の野中波江先生は「朝の 10 分読書や、家での読
書に役立てて欲しい」と話していました。

手作りしおりで読書と学校図書館をアピール
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地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

▲読書好き仲良し３人組（市川南小３年）左から渡邊
藍里ちゃん、寺澤ひとみちゃん、今村真夕ちゃん。３
人とも１週間に 10 冊以上の本を読んでいます。特に
伝記ものが好きで、自分でも体験したいことが書か
れているため、読んでいてとても楽しいとのこと

　このほど町内の電気工事業者で組織する町電気設

備安全協議会と町では、町内公共施設９カ所の電気

設備安全点検を実施しました。電気分電盤や屋内配

線の点検・修理、漏電を防ぐ事などを目的に点検し、

コンセントの改修やブレーカーの修理など、協議会の

皆さんが無料で行って下さいました。家庭でも、日頃

から電気の安全確認をしておきましょう！

電気設備安全点検を実施
■危険業務従事者叙勲・瑞宝双光章

　警察功労　　今　村　　誠　氏
　1958 年に県警に入り、交通
機動隊や高速隊など交通部門を
務め、長年にわたり安全対策に
取り組んできたことが評価され
ました。

受賞おめでとうございます

■山梨県森林功労者

　　　　　早　川　文　二　　氏
　森林開発公団、山梨県林業研究会などに所
属し森林所有者に対し水源林造成の重要性を
広く啓蒙、普及した功績が認められました。

■危険業務従事者叙勲・瑞宝単光章

　消防功労　　齊  木     良  彦　氏
　1973 年から峡南広域行政組
合峡南消防本部で長年にわたり
消防、人命救助などに従事した
ことが評価されました。

■山梨県体育功労者

　　　　　有　泉　みさを　　氏
　バレーボールの山梨県家庭婦人連盟役員、
西八代家庭婦人連絡協議会長、町女子バレー
ボール部長などを務め、競技の普及と指導に
尽力したことが評価されました。

■山梨県体育功労者

　　　　　北　村　幸　雄　　氏
　長年にわたり、社会人ラグビー連盟役員を
務め、また現在でも現役選手としてプレーす
るなど、ラグビーの競技力向上に尽力したこ
とが評価されました。

■山梨県体育功労者

　　　　　塩　島　健　二　　氏
　長年にわたり、弓道の国体代表として第一
線で活躍。また連盟支部長などを務め、競技
人口の拡大、指導、育成など競技の発展に寄
与したことが評価されました。



10 月４日、山梨市フルーツパークで行われた「山梨うま
いもの市」に招待されたんだ

今話題の甲府とりもつ煮も出展していたし、公園全体おい
しそうな匂いが充満していたよ

甲府とりもつ煮も食べたかったけど、甲州ワインビーフも
食べたかったぞ！

やっぱり美味しいものの屋台には行列ができていて、結局
なにも食べられなかったんだよね

正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え
　「昨年度、市川三郷で実施された事
業は？」は①番の「市川大門駅前ロー
タリー整備」が正解でした。駅前での
送迎時の乗降場所、U ターンにご利用
下さい。
　次の方が当選されました。記念品を
お贈りします。
トミちゃん、おやびんさん、チャーく
ん、レディー・ガガさん、まるちゃん

① 聞きなおしゴーゴー！みさと
② サンキュー兄さん、ヨロシクね
③ ボーサイムセン、フェッフォッフォッ！

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）11 月 15 日必着

お
便
り

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　防災無線の聞きなおしダイヤルがフリ
ーダイヤル化されました。この電話番号、
次の３つのうちどんな語呂あわせで覚え
ればよいでしょうか？

No.06217

市川三郷レンジャー　初秋の思い出
「山梨うまいもの市 2010」に行ってきたよ

11 月 13日のつむぎの湯感謝祭でも B級グルメ大会をや
るらしいぞ。今度はしっかり食べちゃうもんね

▶
ご
当
地
キ
ャ
ラ
の
撮
影
会
も
あ
っ
た
ん
だ

　本町出身のスター市瀬秀和さんが１日鰍沢警察署長として、
９月 23日鰍沢警察署、市川分庁舎を訪れました。この情報を
知り、掛けつけたファンの中には遠く北海道から来た方も。「秀
和君が育ったこの町の空気を吸って、元気をもらって帰りま
す！」との声も聞かれました。また署長として交通安全の PR
を行った秀和さんは「名誉ある１日警察署長として帰郷できる
のはとても光栄なことです」と感想を語りました。あいにくの
悪天候のため活動時間の短縮もありましたが、本人の好意で遠
方から訪れてくれたファンのためにと、一人ひとりと握手をす
るなどとても優しい秀和さんでした。（写真・町内の交通危険
箇所などを知らせるチラシを手渡す市瀬秀和さん）

故郷の交通安全を願ってＰＲ
地元出身の俳優・市瀬秀和さん１日警察署長

とみちゃんさん（三帳）のイラ
スト。町の花「りんどう」を描
いて下さいました。色鉛筆画で
すが、カラーで見せられないの
が残念です。
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※いきいきはつらつ貯筋教室の日程はイベントカレンダーをご覧下さい

【期間】12 月 28 日まで（期間外は実費になります）
【対象】平成 23 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】  ▶頸部検診 1,500 円　 ▶頸体部検診

2,200 円（医師が必要と認めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証
★今からでも申し込みできます。

～　子宮がん検診　～

《定期予防接種》
■□■経口ポリオ生ワクチン

【対象者】接種当日、生後３カ月以上 90 カ月未満の児
【日程・場所】　11/ ４㈭　 三珠健康管理センター

　　　　　　　11/25 ㈭　 市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【持ち物】予防接種予診票・母子手帳・体温計

■□■麻しん、風しん予防接種
【対象者】第１期⇨１歳以上２歳未満の児　第２期

⇨５歳以上７歳未満の児（年長児）　第３期⇨中学
１年生　第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）

【対象者】小学校６年生
【接種期間】平成 23 年３月 31 日まで

■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
　三種混合１期初回（３回）の接種間隔が、20 〜
56 日の間隔をはずれた場合は自己負担となります。
■□■日本脳炎
　平成 22 年度は３歳児に対する２回の I期初回接
種（１回目の接種から６～ 28 日間までに２回目を
接種して下さい。外れた場合は自己負担となります）

《任意予防接種》
■□■肺炎球菌ワクチン

【対象】生後２カ月から９歳以下の子どもで、本町に
住民登録のある方

【助成額】今年の 10/ １以降に接種したもので、１回に
つき接種費用の 1/2（上限 5,000 円）
■□■新型インフルエンザ予防接種（個別接種）

【接種期間】平成 23 年２月 28 日㈪まで
【助成額】■住民税非課税世帯、生活保護世帯→全

額助成（要申請）　■ 65 歳以上→ 2,000 円

～　予防接種　～

日程 時間 場所 対象地区

12/ ６㈪
9:30 ～ 10:30 葛篭沢公民館 宮原、河頭、葛篭沢

11:00 ～ 11:30 鴨狩公民館 鴨狩

12/ ７㈫
10:00 ～ 11:30 落居３･ ４区公民館 落居

13:30 ～ 14:30 楠甫公民館 楠甫

12/ ８㈬
9:30 ～ 11:30 六郷ふれあい

センター
原、上手方、細田、文京、岩間平

13:30 ～ 14:30 上仲、下仲、下町、下河原

■�特定健診の結果、メタボリックシン
ドロームやその予備群に該当した方
は、別の日程になります。該当する
方は 11 月 26 日までに個人あてに通
知します。指定された日時にお越し
下さい。

■�胸部レントゲンだけの受診の方は対
象外です。異常が見つかった方には
後日お知らせします。

■�対象地区を指定していますが、ご都
合のつく会場にお出かけ下さい。

【持ち物】▶「住民健康診断のご案
内」のオレンジ色の封筒（受診番
号が貼ってあります）▶健康手帳

住民健康診断結果説明会

　次の日程で健康診断結果説明会を開催します。
※ 11/26 までに、町から結果が送付されない方は必ずお越し下さい。
※生活機能評価の説明も合わせて行います。

■六郷地区

【日時】11/30 ㈫ 午後 1 時 30 分〜午後４時
【場所】六郷ふれあいセンター調理室
【対象】おおむね妊娠 5 カ月以降の妊婦

　　　 お子さんが生後 5 カ月未満の方
【内容】離乳食実習と試食 
【持ち物】エプロン ・ 筆記用具 ・ 母子健康手帳
【参加費】無料

※�参加希望者は 11/22 ㈪までにお申し込み下さい。
※�託児を希望される方は、申し込みの際に必ず「 託

児希望 」 とお伝え下さい。
【申し込み・問い合わせ】いきいき健康課子育て支援係

～ 離乳食教室 ～

～子育ての楽しさや悩みを話し合ってみませんか？～

【日時】11 月 26 日 ㈮ 午後１時 30 分～
【場所】市川大門町民会館１階和室
【対象】出生５ヶ月までの児とその母親
【内容】乳児と母親の健康チェック
【持ち物】母子手帳、バスタオル

～ リリース教室 ～



　記録的な猛暑も終わり、今年もいよいよ寒い
季節がやってきました。仕事などの疲れも寒さ
で増してくるこの季節。一日の終わりにあたた
かいお風呂に入って、心身ともにリフレッシュ
しませんか？
　日ごろ、何気なくお風呂に入っているかもし
れませんが、入浴には体を清潔に保つことや、
リラックス効果の他にも様々な健康効果が期待
できます。今回は、入浴の３つの健康効果につ
いてご紹介します。
①温熱効果

　入浴すると、身体が温まり血行が良くなりま
すが、お湯の温度によって体への影響が変化し
ます。42℃以上の熱めのお湯は、新陳代謝が
促され心身共に活動的になります。一方、38
～ 42℃のぬるめのお湯は、リラックスへと導
く神経が働き、心身を落ち着かせる作用があり
ます。
②浮力効果

　お風呂に入ると、身体がスッーと軽くなりま
すね。お風呂の中では浮力によって、体重が実
際の 1/9 程度になります。お風呂に入ることで、
私たちの体を一日中支えていた筋肉や関節への
負担が軽減され、緊張が解き放たれます。
③水圧効果

　湯船に浸かっていると身体に水圧がかかるこ
とにより、足にたまっていた血液が押し戻され
ます。それにより心臓の働きが活発になり、全
身の血行が良くなります。血行が良くなること
で、肩こりや腰痛、冷え、むくみが改善されま
す。また、水圧によって横隔膜や肺が圧迫され
体内の空気量が減るので、空気を取り込むため
に心臓が活発に動き呼吸をたくさんし、心肺機
能が高まります。お湯に浸かった時、「ハァ～～」
と大きく息がもれるのもこのためです。
　お風呂は心身の健康づくりに最適な場所で
す。入浴することで、この 3 つ
の効果を活かし、より健康な身
体を手に入れましょう。時々、
つむぎの湯でのんびりするのも
いいですよ［裏表紙参照］

（保健師）大木

「入浴‘３つ’の健康効果」

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。

いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象地区以外の会場で、健診を希望される方は、
いきいき健康課子育て支援係までご連絡下さい。

■□■乳児健診 ( ４・７・１０・１３カ月児）
●三珠地区の方 11/ ９㈫ 三珠健康管理センター
●市川大門地区の方 11/18 ㈭ 市川大門町民会館
●六郷地区の方 上記のどちらかで健診して下さい

【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 21 年 10 月、平成 22 年１・４・７月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■３歳児健診 ⇨ 三珠・市川大門地区の方対象
【とき・場所】12/ ２㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成 19 年８～ 10 月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、尿スティック、普段

使用の歯ブラシ
■□■５歳児健診 ⇨三珠・市川大門地区の方対象

【とき・場所】11 月 12 日㈮ 市川大門町民会館
【受付時間】午後１時〜１時 30 分
【対象】平成17年10 ～12月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表、普段使用の歯ブラシ

～　乳児・幼児健診　～

【とき・ところ】　　
■ 11/ ９㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■ 11/17 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■ 11/25 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

※場所はいずれの回も市川大門町民会館
■３回目　11/19 ㈮　午後１時 30 分〜

（注・健康カレンダーと日程が変更になっています）

【内容】お産の時の呼吸法、お産のリハーサル　他
【持ち物】母子健康手帳、テキスト

■４回目　11/26 ㈮　午後１時 30 分〜
【内容】子どもの育て方（沐浴指導、オムツの当て方）
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

～　母親学級　～

妊婦さんにやさしい環境を



                                                      ☎0120
704-553

11月の開催日（日付順）
    10日（水）本 庁 舎
    11日（木）六郷庁舎
    16日（火）三珠庁舎

午前９時〜正午

総務課広聴広報係☎ 055-272-1101
三 珠 支 所 庶 務 係☎ 055-240-4153
六 郷 支 所 庶 務 係☎ 0556-32-2111
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■ 10/13 の天皇杯では、強豪Ｊ 1 磐田に惜敗したもののス
タメン 11 人総入れ替えの若手メンバー中心ながら善戦しま
した。同時にリーグ戦へ集中することで、昇格への強い意志
を示したヴァンフォーレ甲府。11 月はいよいよ昇格への最
終段階。勝ち点１差で泣いた去年の悔しさを晴らすため、再
び ICHIGAN となって昇格を勝ち取ろう！頑張れヴァンフォー
レ！だから応援に行こう！

勝利の星は俺らの上に 戦績【16 勝 11 分３敗・第２位（10/24 現在）】

節 相手 勝敗 11 柏 △ 1-1 22 福岡 △ 2-2

1 福岡 ● 1-3 12 徳島 ○ 1-0 23 柏 △ 2-2

2 水戸 △ 1-1 13 草津 ○ 4-1 24 大分 △ 3-3

3 岐阜 ○ 1-0 14 岡山 ○ 1-0 25 鳥栖 ○ 2-1

4 試合なし 15 愛媛 ○ 2-1 26 熊本 △ 2-2

5 鳥栖 ● 0-2 16 北九 △ 0-0 27 富山 ○ 3-0

6 熊本 ○ 1-0 17 千葉 △ 2-2 28 岡山 ○ 4-0

7 富山 ○ 5-0 18 大分 ○ 1-0 29 横浜 △ 0-0

8 東京 ○ 2-1 19 栃木 ○ 4-3 30 札幌 △ 1-1

9 札幌 ○ 4-1 20 東京 ● 1-0 31 愛媛 △ 1-1

10 横浜 ○ 4-3 21 徳島 ○ 1-0 32 千葉 勝て！

今月のリーグ戦試合日程

11/7 ㈰ 14:00 ～ vs 北九 in 小瀬

11/14 ㈰ 17:00 ～ vs 栃木 in 宇都宮市

11/20 ㈰ 14:30 ～ vs 草津 in 小瀬

11/28 ㈰ 13:00 ～ vs 水戸 in 水戸市

▽
一
日
署
長
と
し
て
帰
郷
し
た
市
瀬
秀
和
さ
ん
。

す
ご
い
人
気
で
し
た
ね
。

▽
同
じ
男
優
同
士
な
の
に
、
市
瀬
く
ん
は
あ
ん

な
モ
テ
て
、
な
ん
で
僕
は
モ
テ
な
い
ん
だ
ろ
？

▽
何
か
ら
ツ
ッ
こ
め
ば
い
い
の
か
し
ら
。

さ
ん
、
あ
な
た
は
決
し
て
男
優
じ
ゃ
な
い
わ
よ
。

公
務
員
で
す
よ
。

▽
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
、
な
ん
で
同
じ
男
な
の
に

市
瀬
く
ん
は
あ
ん
な
モ
テ
て
、
僕
は
モ
テ
な
い
ん

だ
ろ
？

▽
同
じ
男
と
は
言
っ
て
も
、

さ
ん
は
時
々
、

オ
カ
マ
が
入
る
か
ら
。

▽
そ
ん
な
こ
と
な
い
わ
よ
っ

つむぎの湯来館者 感 謝 祭～感謝とお詫びの７周年～

11/12 金～ 11/14 日
■大抽選会　全日（３日間）開催日
　空クジなしの 1,500 本！
■野外イベント　11/13 土　AM10:00 ～
　▪各種団体等による模擬店
　　・農産物朝市・駄菓子屋・花の市
　　・�Ｂ級グルメ大会（甲府鳥もつ煮、富士宮や

きそば、吉田のうどん、他）
　　・ドレッシング・ポテトサラダ直売
　▪芸能発表など　AM11:00 ～
　　・大正琴、和太鼓、吹奏楽演奏
　　・カラオケ大会 
　　・歌謡ショー（美南ひろこ）
　▪子どもコーナー
　　・ふあふあ遊具
　　・バッテリーカー　他

■館内イベント　11/14 ㈰
　・地産地消フェア　～そば・うどん無料配布～
　　　　　　　　　　　（100 食限定）AM11:30 ～
　・健康講座（参加費無料・自由参加）　PM  1:30 ～
　・ふぁんたじぃ大石のマジックショー　PM 2:30 ～

※カラオケ大会参加者募集

　�参加希望者は 11/11 までにお申し込み下さい。
　（定員 10 名）☎ 0556-20-2651

６月から源泉ポンプ系統の故障によ
り、温泉ではなく地下水による沸か
し湯で運営しております。大変ご迷
惑をおかけしていますことを心より
お詫び申し上げます。早急な復旧に
向けて努力しておりますので、もう
しばらくお待ち下さい。

            ■峡南あぐりフェスタ 2010
　           地元の農家が新鮮な農産物や加工品を直売

【日時】11 月 23 日（火 ･ 祝）9:30 ～ 13:30（予定）
【場所】ＪＡ西八代本店駐車場（市川三郷町役場隣）
【販売予定】・白菜・大根、・大塚にんじん・柿・ユズ・花　他

　　　　　・地元農産物を使った加工品
【問い合わせ】峡南あぐりフェスタ実行委員会（峡南農務事

務所内）☎ 055-240-4116
※農業者の手作りイベントです。売切れ次第終了します。
※マイバックをご持参下さい。

■富士川の郷　秋まつり
　道の駅富士川ふるさと工芸館５周年記念

【日時】11 月６日㈯～７日㈰  9:30 ～ 16:30
【場所】道の駅富士川ふるさと工芸館（富士

川クラフトパーク）
【内容】県内地場産品新鮮野菜即売 / 屋台 / 工房内創作体験

の割引 / 抽選会 / 砂金採り体験 / ちびっ子コーナー / 防災
ヘリ見学 / クラシックカー展示 / 特設ステージイベント

【問い合わせ】㈶山梨県富士川地域地場産業振興センター
（道の駅富士川ふるさと工芸館）☎ 0556-62-5424

防災無線の聞き直し
が、フリーダイヤル

（無料）になりました

聞きな  お  し

フリー
　ダイヤル

ゴーゴーみさと

と覚えてね
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